
テ ア ミー チ ス

謡

の
あ

る

風
景
』
(八
四
)
と

い
う

エ
ッ
セ
イ

集
、
夭
折

し

た
詩

人

矢
沢
宰

の
生

涯
を

描

い
た

『若

い

い
の
ち

の
旅
』
(
八
六
)
と

い
う

伝
記

も
著

し
て

い
る
。

「
あ

め
ふ

り
く
ま

の
こ
」
で
第

六

回

日
本

童
謡
賞

、
赤

い
鳥

文
学

賞
特

別
賞

受
賞
。　

　

　

　

(西
條
和
子
)

テ

　

デ

・
ア
ミ

ー
チ

ス
　

エ
ド

モ

ン
ド

国
ユ
ヨ
o
巳

o
U
Φ
〉
ヨ
三

ω

一
八
四
六
～

一
九
〇
八
　

イ

タ

リ
ア

の
作

家
、
児
童

文
学

作
家

。

ピ

エ
モ

ン
テ
地

方

の
オ
ネ

ー

リ
ア

に
生
ま

れ
た
。

幼

い
こ
ろ
か

ら

父

に
愛

国

心
や
、

貧

し

い
者

・
弱

い
者

へ
の
愛

に

つ
い
て
教

え

ら
れ

る
。

一
四
歳

の
時

、
愛

国
詩

人

ジ

ュ
ゼ

ッ
ペ

・
ジ

ュ
ス

テ

ィ
の
詩

に
感

動

し
て
、

イ

タ
リ

ア
独
立

運
動

に
加

わ
ろ
う

と

し

て
果

た
せ
ず

、

そ

の
後

モ
デ
ー
ナ

の
陸

軍
士
官

学
校

に
入
学

し

た
。

一
八

六
五
年

に
歩

兵
少

尉

に
任
官

し
、
第

三

独
立

戦
争

に
小
隊

長
と

し

て
各

地
を

転
戦

し

た
後
、

シ
チ

リ

ア
で

コ
レ
ラ

に
か

か

っ
て

フ
ィ

レ
ン

ツ

ェ
に
戻

っ
て
か

ら
は

、
雑

誌

「
イ
タ

リ
ア
陸

軍
」

の
編
集

に
当

た

っ
た
。

そ
し

て
そ

の
誌

上

に
連

載

し

た

『
穿

N
怨
ミ

ミ

ミ
ミ

ミ
ミ
ミ
ミ

軍
隊
物

語
』
を

も

っ
て
作

家

生
活

に

入

っ
た
。

そ

の
後

の
彼

の
作

家

生
活

は
、

お

よ
そ
次

の
三

つ
の
時

期

に
分
け
ら

れ

る
。

第

一
期

は

七
二
年

か

ら
七
九

年

に
至

る
時

期

で
あ

る
。

こ
の
時
期

に
、

彼

は
イ

タ
リ

ア

の
各

地

を

は
じ

め
、
地
中

海
沿

岸

の
各
国

や
、

オ

ラ

ン
ダ

、
イ

ギ

リ

ス
な

ど
を
精

力
的

に
歩
き

ま
わ

0
.
、
『憩

鼕

匙

ス
ペ
イ

ン
』
(
一

八
七
二
)
、
『
O
ミ
§
§

オ

ラ

ン
ダ
』
(七
四
)
、
『
G
o
蕊
ミ
ミ
き
魯
o
勘

コ
ン
ス
タ

ン
チ

ノ
ー
プ

ル
』

(
七
九
)
な

ど

の
旅

行

記
を

出

版

し

た
。
第

二

期
は
七

九
年

か
ら

入
九
年

に
至

る

ほ
ぼ

一
〇
年

で
、

代

表
作

『
ク

オ
ー

レ
』
(八
六
)
は

こ

の
時

期

に
書

か
れ
た
。

『
ク

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ

オ
ー

レ
』
は
、

我

が
国

で

は
、
杉

谷
代

水

儼
謂
学

童

日
誌
』
(
一

九
〇
二
)
な

ど
、
明
治
期

か
ら

翻
訳
、
再

話

が
あ

り
、
そ

の
後

『愛

の
学
校

』

と

い
う

名

で
親

し
ま

れ

た
時
期

も
長

か

っ
た
。

こ

の

時

期

に
は

も
う

一
つ
の
重

要
な

作

品

『⑦
ミ
ミ

O
ミ
§

o

海

上

に

て
』
(
一
八
八
九
)
も
あ

る
。
こ

の
作

品
は
貧

し

い
イ

タ
リ

ア
移

民

に
取
材

し

た
も

の
で
あ

る
。

九
〇
年

に

は
じ
ま

る
第

三

期
は
、

社
会

主
義

へ
の
鋭

い
傾

き
と
、

数
多

い
教

育
的

な
著

作

に
よ

っ

て
代

表
さ

れ
る
。

九

一
年

の
社
会
党

入
党

、

そ

の
後

に
続

く

母

の
死

と
、
息

子

フ
ー
リ

オ

の
不
慮

の
死

な
ど
、

波

乱

の
多

い
晩

年

で
も
あ

っ
た
。
こ
の
時

期

の
著
作

に
は

『自

遷
§
&
§

o
ミ

§

}§

鳴
無
こ

あ

る
先
生

の
物

語
』
(九
〇
)
、

『
ぎ

§
器

Q
鶏
§

ミ

家

庭

と
学

校

の
間

』

(九
二
)
、

『
肉
勘
o
ミ

帖

職
、凡ミ
費
§

蝕

鳴

ミ

象
ミ
o
ミ

少
年
時

代
と
学

校

の
思

い
で

』

(
一
九
〇

一
)
な
ど

が
あ

る
。

歿
し

た

の
は
ボ

ル
デ

ィ
ゲ
ー

ラ

で
あ

っ
た
。

[
ク
オ
ー

レ
]

G
§

ミ
　

長
編

童
話

。
一
八

八
六
年
。
デ

・ア

ミ
ー

Ⓒ1988　日本児童文学学会



テ ィ ー ク

チ

ス
が

『
ク
オ

ー

レ
』

の
創

作
を

思

い
た

っ
た

の
は
七
八
年

の

こ
と

だ

っ
た
が
、

そ

れ
が
完

成

し

て
世

に
出

た

の
は
八
六
年

一

〇
月

一
五

日

で
あ

っ
た
。

『
ク
オ

ー

レ
』
は
小
学

生

エ
ン
リ

ー

コ

が
見
聞

き

し
た

こ
と
を

記
録

し

た
日

記

の
部

分
、
家
族

の
手

紙
、

月

々
の
先

生

の
話

の
三

つ
の
部

分
か

ら
成
り

立

っ
て

い
る
。
『
母

を

た
ず

ね

て
』

の
名

で
我

が
国

に
よ
く

知
ら

れ

て

い
る
話

は
、

月

々
の
先
生

の
話

の
中

の

一
つ
で
あ

る
。
　

　

　

(安
藤
美
紀
夫
)

　

デ

イ

　
ト

マ
ス

目
ぴ
o
ヨ
鋤
ω

∪
磬

一
七
四

八
～
八
九
　
イ

ギ

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

リ

ス
の
作
家

。
パ
リ

で
出
会

っ
た

ル
ソ
ー

の
影
響
を
受

け
、
『
エ

ミ
ー

ル
』
を

手

本

と

し

た

理

想

の
子

ど

も

像

を
追

求

し
た
。

『
搴

驚

譯

ミ
遷

黛

縛

§
き

ミ

匙
§
蹴

さ

＼
ミ
§

魯

ミ
q
碁

き

討
ミ
魯
職
誉
丶

ミ
Q
雰

鴨
9

G
ミ
ミ
蕊
謡

サ

ン
ド

フ

ォ
ー
ド

と

マ
ー
ト

ン
物

語
』
(
一
七
八
三
、
八
六
、
八
九
)
は
、
金
持

ち

の
商

人

の
息

子

で
甘
や

か
さ

れ
育

っ
た

ト

ミ
ー

・
マ
ー
ト

ン
と
、
農

民

の
子

で
肉

体
労
働

を
尊

ぶ

ハ
リ

ー

・
サ

ン
ド

フ
ォ
ー
ド

の
、

悪

い
子

と
良

い
子

の
対

比

を

エ
ピ

ソ
ー
ド

で

つ
づ

っ
た
物

語

で
、
一
〇

〇
年

以
上

読

み
継

が
れ

る

ロ
ン
グ

セ
ラ
ー
と
な

っ
た
。

ほ
か

に
、

『
搴

鳴
§

ミ
建

ミ

ト
ミ
む

誉
簿

ジ

ャ

ッ
ク
物

語
』

(八
八
)
や

、
社
会
改

革
を

論

じ
た

パ

ン

フ
レ

ッ
ト
、
詩
な

ど
が
あ

る
。
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

(三
宅
興
子
)

　
鄭

寅

燮

瓢

し
よ
う
ー

↓

チ

ォ

ン

イ

ン
ソ
ブ

　
庭

訓
お

伽
噺

篩

硫

お
.、

普

通
名

詞

と
し

て
は
、
明

治
期

の

　
　

　
　
　

　
　

　

　

家
庭

教
育

に
役

立

つ
お
伽

噺

の
意
味

で
あ

っ
た
。
「
め

で
た
し
め

で

た
し
」

で
終

わ

る
教
訓

的

お
伽
噺

は
、

一
八

九
五
年

か
ら

日

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

露
戦

争
時

代

に
か
け

て
盛

り
あ

が

っ
た
。

同
名
書

の
下
田
歌

子

『庭

訓

お
伽

噺

』

(
一
九
〇

八
)
は
、

『
お

伽

草

紙
』
の
『唐

絲

草

紙
』
、

『猫

の
忠
義

』
、

『
狐

の
恨

み
』

な
ど

を
少
女

向
き

に
再

話

し

た
も

の
で

『
少
女

文
庫

』

の
第

二
編
。

第

一
編
は

『
お
伽

噺

教
草

』

で

い
ず

れ
も
教

訓
啓

蒙
書

の
代

表

的
な
著

作

と
し

て
当

時
好

評
を

博

し
た
。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(滑
川
道
夫
)

　

デ

ィ
キ

ン
ソ

ン
　

ピ
ー
タ

i

　
℃
Φ
け
9

∪
甘
江
口
ω
o
口
　
一
九

二

七
～
　

イ
ギ

リ

ス

の
児
童

文
学

作
家

。

ア

フ
リ

カ

の
ザ

ン
ビ
ア

に
生

ま
れ

、
イ

ー
ト

ン
校
と

ケ

ン
ブ

リ

ッ
ジ
大
学

で
学

ぶ
。
「
パ

ン
チ

」
誌

の
編
集

に
加

わ

り
、

四
〇
歳

代
前

半

か
ら
本

格
的

な

執
筆

生
活

に
入

る
。

近
代
文

明
を

破
壊

す

る

こ
と
に
熱

中
す

る

「
大

変
動

」

の
時

代
を

設
定

し
、

そ

の
時
代

の
終
末

を

『過

去

に
も

ど
さ

れ
た

国
』
(
一
九
六
八
)
な

ど

の
三

部
作

で
描
く

。
中

国

の
北

清
事
変

の
時

代
を

背
景

に
し

た
作

品

『ト

ゥ
ル
ク
』
(
七
九
)

で
カ

ー
ネ

ギ
ー
賞

受
賞

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

(中
野
節
子
)

　

テ

ィ
ー

ク

　

ヨ

ハ
ン
　

ル
ー
ト

ヴ

ィ
ヒ

旨
o
冨

薹

い
&

三

σq

目
凶Φ
o
犀

一
七
七
三
～

一
八
五
三
　

ド
イ

ツ

ロ
マ

ン
派

の
代

表
的

作

家
。

ベ

ル
リ

ン
生
ま

れ
。

ハ
レ
、

ゲ

ッ
テ

ィ

ン
ゲ

ン
、

エ
ル

ラ

ン
ゲ

ン

の
各
大

学

で
学

ぶ
。

中

世
民

話

に
取
材

し
た

『
金
髪

の

エ
ク

ベ

ル
ト
』
(
一
七
九
六
)
、

『美

し

い

マ
ゲ

ロ
ー
ネ

の
不
思

議

な
愛

の
物

語
』
(九
六
)
な

ど

の
童

話
を

数

々
発

表
。
ペ

ロ
ー
童

話
取
材

の
戯

曲

『長
靴

を

は

い
た
牡

猫
』
(九
七
)
は
、

ロ
マ
ン
的

イ

ロ
ニ
ー

の
典
型

的
作

品
。

長
編

『ウ

ィ
リ

ア

ム

・
ロ
ヴ

ェ
ル

氏

の
話
』
(九
五
～
九
六
)
の
ほ
か

、
翻
訳

で
も

活

躍
。

(川
西
芙
沙
)

Ⓒ1988　日本児童文学学会



テ イケ ンス

　
デ

ィ
ケ

ン
ズ

　
チ

ャ
ー

ル
ズ

O
ゴ
9
二
Φ
ω
∪
凶o
吋
Φ
づ
ω

一
八

一

二
～
七
〇
　
イ

ギ

リ

ス

の

ヴ

ィ
ク

ト

リ

ア

朝

の
代

表

的

な

作

家
。

直
接

子
ど
も

の
た

め

に
書

か
れ
た
も

の
に
、

『郎

らミ
ミ

げ

§

&
這

9

寒

ミ
§
蹴

子
ど

も

の
た
め

の
イ

ギ
リ

ス
史
』

(
一

八
五

一
～
五

三
)
、

『
国

き

勘
§

肉
o
ミ
§
§
龕

ホ

リ

デ

イ

・
ロ

マ

ン
ス
』
(六
八
)
な

ど
が
あ

る

が
、
し

か
し

デ

ィ
ケ

ン
ズ
は

む
し

ろ

そ

の
作

品

の
多
く

が
あ

る
意

味

で
児
童

文
学

化
し

て

い
る
と

い

え
る
だ

ろ
う
。

『
デ
イ

ヴ

ィ

ッ
ド

・
カ

ッ
パ
ー

フ
ィ

ル
ド

』
、

『
オ

リ
ヴ

ァ
ー

・
ト

ウ

ィ
ス
ト
』

な

ど
少
年

を
主

人
公

に
す

る
も

の

が

こ
と

に
そ
う

で
、
早

く

か
ら
ダ

イ

ジ

ェ
ス
ト
版

が
出

て

い
る
。

『
G
蝕
§
冒
ミ
§

き

o
瑟

ク

リ

ス

マ
ス
の
本
』

(四
三

～
四
八
)
に

入

っ
て

い
る

『
ク
リ

ス

マ
ス

・
キ

ャ

ロ
ル
』

な

ど
は

い
ま

は
む

し
ろ
児
童

文
学

と
考

え
ら

れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

デ

ィ

ケ

ン
ズ

は
少
年
時

に
家

が
没

落
し

て
靴

墨
工
場

で
働

か

さ
れ

た

こ
と
が

あ
り
、

そ

の
時

の
心

の
傷

が

の
ち

の
創

作

の

バ
ネ

と
も

な

っ
た

が
、

こ

の
こ
と

が
虐

げ
ら

れ
た

子
ど
も

や
貧

し

い
者

に
寄

せ
る

強

い
共
感

の
心
と
な

っ
た

。
ま

た
物

語
性

が
豊

か

で
人
物

が
白

と
黒

に
く

っ
き
り

と
分

か
れ

る
筋
立

て
も

子
ど

も

の
心
を

よ
く

捕
ら

え
る
も

の
で
あ

っ
た

。
な

お
、

『
オ

リ
ヴ

ァ
i

・
ト
ウ

ィ

ス

ト
』
に

つ
い
て
は
、

「
真

の
子

ど
も

を
描

い
た

最
初

の
も

の
」
(イ

　
　

　

　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　ホ

ザ

ベ
ル

・
ジ

ャ
ン
)
と

の
評

が
あ

る
。

ア

ン
デ

ル
セ

ン
と

の
親
交

も
あ

っ
た

デ

ィ
ケ

ン
ズ

は
、
ま

た

フ

ェ
ア
リ

ー

・
テ
ー

ル

の
よ

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

き

理
解
者

で
も
あ

っ
た
。

彼

の
挿
絵

を
多

く
書

い
た

ク

ル

ッ
ク

シ

ャ
ン
ク

と
は

こ

の
こ
と

で
は
対

立
し
、

お

と
ぎ
話

を
平

気

で

改
作

す

る
彼
と

の
間

で
論
争

が

行
わ

れ
た

こ
と
も

あ

る
。

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(谷
本
誠
剛
)

　
帝

国
教
育

会
出

版
部

怒

蔽

麓

う
い
く
か
い
　

全

国
的

組
織

を

も

つ
帝

国
教

育
会

(前
身
、
大

日
本
教
育
会
。
一
八
八
三
創
立
)
の
出
版

部

が
独
立

し
活

況

に
向

か

っ
た

の
は
大
橋
貞

雄

が
部

長

に
就

任

し

た

一
九
三

二
年

以
降

で
あ

る
。

『
小
学

作
法

』

六
冊

(
一
九
三

五
)
を
帝

国
教

育
会

の
組

織
を

活

用
し
企

業
基

礎
を

固
め
、
教
育

書

、
児
童

書

の
出
版

に
乗

り
出

す
。

学
習
書

・
夏
休
帳

の
大

量

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

出

版

の

ほ
か
戦

時

期

に

は
雑

誌

「
コ
ド

モ
ノ

ヒ

カ

リ
」

(
三
七

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

創
刊
、
四
四

「
日
本
ノ
コ
ド

モ
」
と
改
題
)
を

刊
行

、
與

田
凖

一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

関

英
雄

ら

の
編
集
部

参
加

に
よ

っ
て
『
新

日
本

幼
年
文

庫
』

『
帝

教

絵
本

』
シ
リ
ー
ズ

、

『新

鋭

児
童
文

学
叢

書
』
な
ど

新
機
軸

を

打

ち
出

し
た
。

戦
後

は
チ

ャ
イ

ル
ド
本
社

と
改

称
し

て
発

行
を

続

け

て

い
る
。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

(滑
川
道
夫
)

　

デ

ィ
ズ

ニ
ー

　
ウ

ォ

ル
ト

煢

巴
什

芝

巴
8
『

日

冨
ω

∪
同甲

昌
Φ
く

一
九

〇

一
～
六

六
　
ア

メ

リ

カ

を

代

表

す

る

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
映
画

制
作

者
、

実
業
家

。

シ
カ

ゴ

の
小

さ
な

建
築
業

者

の
四
男

に
生

ま
れ

、
信

仰
心

の
厚

い
両

親

に
育

て
ら

れ
た
。

そ

の
後

一
家

は
ミ
ズ

ー

リ
州

の
農
場

に
移

り
、
そ
こ

で
成
長

し
た
。

少
年
時

代

か
ら
漫

画
を

描
く

こ
と

が
好

き

で
、

エ

ン
タ

ー
テ
イ

ナ
ー

と
し

て

の
才

能
を

も

っ
て

い
た
。

一
九

二
〇
年

代

か
ら
漫

画
映

画

の
制

作
を

志

し
て
会

社
を

創
立

、
昔

話

の
動

画
化

や
動

画
と

人
間
を

組

み
合
わ

せ
た

『
ア
リ

ス

コ
メ
デ

ィ
ー
』

シ
リ
ー

ズ
を

つ
く

る
。

二
七
年

純
粋

の
漫

画
映

画

『
し
あ

わ
せ
う

さ
ぎ

Ⓒ1988　日本児童文学学会



テ イ ヤ ン ク

の
オ

ズ

ワ

ル
ド

』

シ
リ

ー
ズ

で
認
め

ら
れ

、
二
八

年

は
じ
め

て

の
ト

ー

キ
ー
漫

画

『蒸

気
船

ウ

ィ
リ

ー
』
に
主

人
公

と
し

て

ミ

ッ

キ

ー

マ
ウ

ス
を

登
場

さ

せ
、
音

楽
と
効

果

と
動

作

が
同

時
性

を

も

っ
た

『
シ

リ
ー

シ

ン
フ

ォ

ニ
ー
』
シ
リ
ー

ズ
を
次

々
に
制
作

、

ミ

ッ
キ

ー

マ
ウ

ス
は
二
九

年

ご
ろ

に
は
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
と
し

て

大
流

行
、

三

一
年

組
織

し
た

ミ

ッ
キ

ー

マ
ウ

ス

・
ク

ラ
ブ

に
は

一
〇
〇
万

人

の
会
員

が
集

ま

っ
た
。

三

二
年
映
画

芸
術

科
学

ア

カ

デ
ミ

ー
は
特

別
賞

を

贈
り
、

デ

ィ
ズ

ニ
ー

の
名

は
全

世
界

に

広
ま

っ
た
。

三
三
年

登
場

人
物

に
さ

ら

に
人
間
ら

し

い
個
性

を

も

た
せ

た
作

品

『
三
匹

の
子
ブ

タ
』

は
大

恐
慌

の
さ
な

か
主

題

歌

と
と
も

に
映

画
史

上
空

前

の
大

ヒ

ッ
ト

と
な

る
。
三

四
年

気

の
短

い
ド
ナ

ル
ド

ダ

ッ
ク
を

『
か
し

こ

い
メ

ン
ド

リ
』

に
登

場

さ

せ
る
。

三

七
年

に
は

上
映
時

間

八
三
分

、
原
画

二

〇
〇
万

枚

に
の

ぼ
り

マ
ル
テ

ィ
プ

レ
ー

ン

・
カ
メ

ラ
を
使

用
し

た
長
編

漫

画
映

画

『
白

雪
姫

』
を
完

成
、

ア

カ
デ

ミ
ー
賞
を

獲
得

。

四
〇

年

に
第

二
作

『
ピ

ノ
キ

オ
』

と
野
心

的
な

音
楽
映

画

『
フ

ァ
ン

タ

ジ

ア
』
、

四

一
年

『ダ

ン
ボ
』
、
四

三
年
動

物
物

語

の

『
バ

ン

ビ
』
で
長

編
漫

画

の
路
線

を
確

立
。
第

二
次

世
界
大

戦
中

は

『
空

軍
力

の
勝
利

』
な

ど
を

制
作

し

て
愛

国
者

デ

ィ
ズ

ニ
ー

の

一
面

を

示
す
。

戦
後

は
四
六

年
リ

ー

マ
ス
お
じ

さ
ん

の
物

語
を

『
南

部

の
唄

』
に
、
五

〇
年

『
シ

ン
デ

レ
ラ
』
、

ま
た

『
宝
島

』
で
劇

映
画

に
も
進

出
、

五

一
年

『不

思
議

の
国

の

ア
リ

ス
』
、

五

三
年

『
ピ
ー

タ

ー

パ

ン
』
と
長

編
記

録
映

画

シ
リ
ー
ズ

の
第

一
作

『
砂

漠

は
生

き

て

い
る
』
、
五

四
年

『
海
底

二
万

マ
イ

ル
』
、
五

五
年

『
わ

ん

わ
ん

物
語

』
、
五

八
年

『
眠

れ
る

森

の
美
女

』
、

六

一
年

コ

〇

一
匹

わ
ん

ち

ゃ
ん
大
行

進
』
、
そ

し

て
六
四

年

に
は

ミ

ュ
ー

ジ

カ

ル
映

画

『
メ
リ

ー

・
ポ

ピ

ン
ズ
』

で
も

成

功
を

収
め

た
。

こ

の
間
五

四
年

に

テ

レ
ビ
番

組

『
デ
ィ
ズ

ニ
ー

ラ

ン
ド
物

語
』

シ

リ

ー
ズ

を
手

が
け
家

庭

娯
楽
番

組

に
大

き
な

影
響

を
与

え
た
。

五

五
年

に
は

長
年

の
夢

で
あ

り
、

立
体
化

さ

れ
た
動

画

と

い
わ

れ

る
巨

大
な

遊
園
地

デ

ィ
ズ

ニ
ー

ラ

ン
ド
を

ロ
サ

ン
ゼ

ル
ス
郊

外

に
建

設
、

企
業
家

と

し
て
も

名
を

成

し
た

。

デ

ィ
ズ

ニ
ー

の

生

涯

は
ま
さ

に

ア
メ
リ

カ
的
成

功
物

語

の
典

型

で
あ

る
。

エ
ン

タ
ー

テ
イ

ン
メ

ン
ト

に
対
し

て

一
貫
し

た
主

張
を

も
ち

人
を

楽

し

ま

せ
る

こ
と

に
ま
れ

に
み

る
才
能

を

示

し
、

シ

ョ
ー
ビ

ジ
ネ

ス
界

に
大
き

な
足

跡
を
残

し

た
。

昔
話

や
児

童
文

学
作

品
を

自

ら

の
イ

メ

ー
ジ

で
独
特

の
ふ
く

ら

ま

せ
方
を

し

た
反
面

、

デ
ィ

ズ

ニ
ー

一
流

の
映
像

化

は
原
作

の
も

つ
芸
術

的
な

質
を

損
な

っ

た
と

い
う
激

し

い
批
判
も

受

け
た
。
　

　

　
　

　

　

(松
居

直
)

　

デ

ィ
ヤ

ン
グ

　

マ
イ

ン

ダ
ー

ト

ζ

Φ
冒
α
Φ
耳

∪
Φ
}
8

σQ

一

九
〇
六
～
　

児
童

文
学
作

家

。
オ
ラ

ン
ダ

生
ま

れ

だ
が
、
八
歳

で

ア

メ
リ
カ

に
移
住

し
た
。
大
学

卒
業

後

、
農
業

に
従
事

し

つ
つ
、

飼

っ
て

い
た
動
物

た
ち
を

描

く

こ
と

か
ら
作

家

生
活

に
入

る
。

作

品

は
大
半

が

オ
ラ

ン
ダ
か

ア

メ
リ

カ

の
田
舎

を
舞

台
と

し
て

お
り
、

代
表

作

に
は
幼

い
子

ど
も

と
動

物

の

つ
な

が
り
を
描

い

た

『
ぼ
く

の
黒
う

さ
ぎ

シ

ャ
デ
ラ
ク

』

(
一
九
五
三
)
、

『
丘

は
う

た
う

』
(六
二
)
、
子
ど
も

た
ち

が
村

に

コ
ウ

ノ
ト

リ
を

こ
さ

せ
よ

う

と

苦
心
す

る

『
コ
ウ
ノ

ト
リ

と
六

人

の
子

ど
も

た
ち
』
(
五
四
)

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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な

ど

が
あ

る
。
な

お
、

以
上

を
含

む
七
冊

は

セ

ン
ダ

ッ
ク

の
挿

絵

に
よ

っ
て
も
高

く
評

価
さ

れ

て

い
る
。

デ
ィ

ヤ

ン
グ

の
語

り

口
は
、

不
安

や
喜

び

に
大
き

く
揺

れ
る

幼

い
子
ど

も

の
心

そ

の

ま
ま

の
よ
う

で
あ

り
な

が
ら

、
当

の
子

ど
も

は
十

分

に
意
識

し

て

い
な

い
周
囲

の
様

子
や
大

人

た
ち

の
心
理

ま

で
を
も

、
く

っ

き
り

と
浮

か

び
あ

が
ら
せ

る
と

い
う
精

緻
な

も

の
で
、

し

か
も

子
ど
も

が
珍

し

い
こ
と
ば

に
抱
く

興
味

な
ど

を
通

し

て

こ
と
ば

と

い
う

も

の
の
美

し

さ
を
伝

え

る

こ
と

に
も

心

が
配
ら

れ

て

い

る
。　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

(脇
　
明
子
)

　

テ
イ

ラ
ー
　

ミ

ル
ド

レ

ッ
ド

　

デ

ロ
ィ

ス
　

ζ

ま

お
匹
∪
ρ

一〇
δ

↓
9
覧
霞

一
九
四
八
?
～
　

ア

メ
リ
カ

の
児

童

文
学

作

家
。

作
者

自
身

の
体

験

に
基

づ
き
、
白

人

た
ち

の
搾
取

か

ら
土

地
と

木

々
を
守

っ
た

『の
o
積

9

寒

携

木

の
歌

』

(
一
九
七
五
)
を

皮

切

り

に

、

『
と

ど

ろ

く

雷

よ

、

私

の

叫

び
を

き

け

』
(七

六

)
、

『卜
Q
こ

譜

Q

§
隷
津

§

辱
こ
瀞
§

輪
を

守
れ

』

(
八

一
)
な
ど

の
黒
人

一
家

の
物
語

を
書

き
続

け
る
。

と
く

に
第

二
作

は

、
人

種
偏

見
を

黒
人

側

か
ら

強
烈

に
告
発

し
た

ニ

ュ
ー

ベ
リ
i
賞

を

　

　
　

　
　

　
　

　

受
賞

し
た

作

品
。

ハ
ミ

ル
ト

ン
と
と
も

に

黒
人
文

学

の
双

壁
を

成
す

。　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

(原
　

　
昌
)

　

テ
キ

ス
ト

・
ク
リ

テ

ィ
ー
ク

　
8
答

o
葺

5
二
Φ

本

文
批

評
。

作

品

の
本

文
を

校
訂

し
、

確
定

す

る
作

業

の
こ
と
。
作

品

の
発

表

に
際

し

て
そ

の
本

文

の
決
定

は

お
お
む

ね
作
者

に
よ

っ
て
行

わ

れ
る

が
、

歿
後
発

表

さ
れ

る
作

品
で
は
本

文

の
決
定

は
当
然

の
こ
と

な

が
ら
第

三
者

に
よ

っ
て
な

さ
れ

、
本

文
確

定
を

軽

々

し
く
行

う

こ
と
が

で
き
な

い
。
ま

た
、

活
字

に
よ

る
刊

行
本

で

は
、
流

布
さ

れ
る
間

に
写
本

ほ

ど
大
き

な
異

同

は
生

じ
な

い
に

し

て
も

、

そ
れ
で
も

単
純
な

ミ

ス
や
社

会
的

要
請

に
よ

っ
て
改

稿

さ

れ
て
異

同
が
生

じ
る

こ
と

が
あ

り
、
底

本

の
決
定

に
慎

重

を

要

し
、
本

文

の
確

定
作
業

が

必
要

と
な

る
。
単

純

な

ミ
ス
は

別
と

し
て
、

児
童
文
学

の
場

合
、

読
者

が
子
ど
も

で
あ

る

た
め

に
特
有

の
異

同
が
起

き
る
。
す
な

わ
ち

、
仮

名
や

漢
字

の
用
字

、

段

落

の
異
同

、
児
童

の
理
解

を
容

易

に
す

る
た

め

の
用
語

の
変

更
、

ま
た
挿

絵
と

の
関
係

に
よ

る
本
文

の
異
同
、

あ

る

い
は
最

近
少

な
く
な

っ
た

が
、

ペ
ー

ジ
数

の
関
係

に
よ

る
本

文
削

除
な

ど

が
あ

る
。

そ

の
ほ
か

の
社
会
的

要
請

に
よ
る

異
同

に

は
、
戦

時
中

の
作

品
が
そ

の
後

に
発
表

さ
れ

る
際

の
作

者
や

第
三

者

に

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

ホ

よ

る
改
筆
・が
あ
げ
ら

れ
よ
う

。
ま

た
浜

田
廣

介

の
よ
う

に
、
い

っ

た
ん

発
表

し
た
作

品
を
再

掲
載
す

る
時

、

そ

の

つ
ど

改
稿

す
る

作
家

も
あ

り
、
ど

れ
を
本

文
と
す

る

か

に

一
定

の
態

度
を

要
す

る

こ
と

が
あ

る
。
児

童
文
学

に
テ
キ

ス
ト

・
ク

リ

テ

ィ
ー
ク

の

必
要

が
問
題

と
な

っ
た

の
は
、
教

科
書

掲
載

作

品

の
改

ざ
ん

が

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ホ

一
九

六
〇
年

ご

ろ
問

題
と

な

っ
た

こ
と
、

ま
た

そ

の
こ

ろ
宮
沢

　

　
　

ホ

賢
治

や
新
美

南
吉

の
全
集

が
編

ま
れ

本
文
確

定

が
問

題
と

な

っ

た

こ
と

が
あ

げ
ら

れ
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(向
川
幹
雄
)

　

手

塚

治

虫

誉

肋
　

一
九

二
六
～
　
(大

15
～
　
)
　
漫

画

家
、

ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン
作

家
。

本
名

治
。

大
阪

府
豊

中
市

生
ま

れ
。

子

ど
も

の
時
か
ら

の
昆
虫

好
き

が
、

虫
を

加
え

て

ペ
ン
ネ

ー

ム

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ホ

に
し
た
。

大
阪
大
学

医
学

部
卒

業
、

医
学

博
士

。
小

学
生

で
漫

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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画
を

描
き

は
じ

め
、

戦
時

下
学

徒
動

員

の
軍
需

工
場

で
も

漫
画

を
描
く

。

デ

ビ

ュ
ー
作

は

『
マ
ア
ち

ゃ
ん

の
日
記

帳
』
(
一
九
四

六

「毎

日
小
学
生
新
聞
」
)
で
、
最

初

の
単
行

本

は
酒
井
七
馬

作

に

よ

る

『新

宝
島

』
(
四
七
)
で

こ
れ
は

四
〇
万

部
も
売

れ
る
。

雑
誌

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

ホ

長
期

連
載

最
初

の
作

品

『
ジ

ャ
ン
グ

ル
大

帝
』

(五
〇

「漫
画
少

年
」
)
ま

で

に
描

き
下

ろ
し

た
漫

画
単

行
本

は

『
キ

ン
グ

コ
ン
グ

』

(四
七
)
か

ら

『
漫

画
大

学
』

(
五
〇
)
ま

で
ざ

っ
と

三
〇

冊

に

な

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

ネ

る
。

最
初

の
少

女

漫
画

は

『
リ
ボ

ン
の
騎

士
』

(五
三

「少
女
ク

ラ
ブ
」
)
で
、

こ
れ

は

ス
ト

ー
リ

ー
も

の
少

女

漫
画

そ

の
も

の

の

は

じ
ま

り
と
も

な

っ
た

。
戦
前

の
児
童
漫

画
を
受

け
継

ぎ

つ

つ
、

戦
後

入

っ
て
き

た

ア

メ
リ

カ
連
続

漫
画

と

デ
ィ
ズ

ニ
ー
漫
画
映

画
、

そ

れ

に
映

画

の
手

法
を

漫
画

に
取

り
入

れ
て

の
手

塚
漫

画

は

、

「動

い
て
音

が
す

る
」
ま

っ
た
く
新

し

い
漫
画
を

生
み
出

し

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

ホ

た
。

『鉄

腕

ア
ト

ム
』
(五
二

「少

年
」
)
は
、

そ

の
後

の
S
F
漫

画

の
道
を

拓
き

、
さ

ら

に

一
九

六

三
年

の
国
産

テ

レ
ビ
漫

画

『
鉄

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　

ホ

腕

ア
ト

ム
』

の
原

作

に
も
な

る
。

松

谷
み
よ

子

の

『龍

の
子
太

郎

』

に
刺

激

さ
れ

て

民
話
的

世
界

を

漫
画

に
描

い
た

『
ハ
ト

よ

天

ま

で
』
(
六
四

「サ

ン
ケ
イ
新
聞
」
)
や

歴
史

と
人
間

の
生
命
を

捉

え

た

『
火

の
鳥

』
シ
リ

ー
ズ

(六
七

「
C
O
M
」
)
な
ど
、

過
去
、

現

在

、
未

来
を

そ
れ

ぞ

れ
深
く

厳

し
く

そ
し

て
温
か
く

捉
え

た
。

ま

た
戦

争
悪

を
憎

む
作

品
も

多

く
、

自
伝
的

戦
争
体

験

『
紙

の

砦

』
(
七
四

「少
年
キ

ン
グ
」)
な
ど

の
ほ
か

に
大

人
漫

画

の
最

初

で

あ

る

『
第

三
帝

国

の
崩
壊

』
(五
五
「漫
画
読
本
」
)
の
系

列
は
、

『
ア

ド

ル

フ
に
告

ぐ
』
(八
四
「
週
刊
文
春
」)
へ
と

発
展
す

る
。

一
方

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ

ン
映

画

の
製
作

に
も

か

か
わ

っ
て
、

実
験

ア

ニ
メ

『
あ

る
街
角

の
物
語

』
な

ど

の
成

功
を

土

台

に
六
三
年

に
は

テ

レ
ビ
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

へ
と
乗

り
出

し

て

い
き
、

こ

の
分

野

で

も
開

拓
者

の
役

割
を

果
た

し
た
。

漫
画

作

品

に
は

『
0

マ
ン
』

(五
九
)
、

『
き
り

ひ
と
讃

歌
』
(七
〇
)
、

『ブ

ッ
ダ
』
(
七
二
)
、

『
ブ

ラ

ッ
ク

・
ジ

ャ

ッ
ク
』

(七
三
)
、

『
ユ

ニ
コ
』

(七
六
)
な

ど

、
絵

本

に

『
お

か
あ

さ
ん

の
む

か
し

む
か
し

』
(八
四
)
な

ど
が
あ

り
、

『手

塚

治
虫
漫

画
全

集
』

全
三

〇
〇

巻

が
八
四

年

に
完
結

し

て

い
る
。

手
塚

治
虫

に
影
響

さ
れ

て
漫

画
家

に
な

っ
た

人
た

ち
、

ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤

子
不

二
雄

、
赤

塚
不

二
夫

、

石
森

章
太

郎
、

松
本

零

士
、
ち

ば

て

つ
や
、

永
島
慎

二
、

竹
宮

恵

子
、
萩

尾
望

都
と

数
え

あ

げ

れ

ば
き

り

が
な

い
。

戦
後

の
子
ど
も

漫
画

界

に
は
手

塚

山
脈

が

そ

び
え

て

い
る
。

そ
れ

に
よ

っ
て

子
ど
も

た
ち

は
児

童
文

化
財

と

し

て

の
漫

画

に
出
会

え
る

こ
と

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

【参
考
文
献
】
『手
塚
治
虫
漫
画
四
〇
年
』
(
一
九
八
四
　
秋
田
書
店
)

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

(石
子
　
順
)

　

テ

ッ
ツ

ナ

ー
　

リ
ー

ザ

い
凶ω
9

↓
Φ
訂
昌
9

一
八

九
四

～

一
九

六
一ニ
　
ド

イ

ツ
の
口
演
童

話
家

、
児
童

ラ

ジ
オ
キ

ャ
ス
タ
ー

、
話

し

方
教

育
講

師
、

児
童

文
学

者
、
童

話

収
集

・
翻
訳

者
。

=

歳

か

ら

病

気

の
た
め

身

障

者

に
な

る
。

社
会

主

義

女

学

校

に

通

っ
た
後
、
話
し

方

の
訓
練

を
受

け
、
二
四
歳

か
ら

オ
イ

ゲ

ン
・

デ

ィ
ー
ト

リ
ヒ

の
青
少

年
運

動

に
参
加

し
、

童
話

を

口
演

し

て

中

・南

ド
イ

ツ
の
村

々
を
巡

回
す

る
。
そ

の
間

に
、
の
ち

に
『
b
暗

こ
譜

き

§

赤
毛

の
ゾ

ラ
』
な

ど

の
作

品

で
名

声
を

博

し

た
ク

Ⓒ1988　日本児童文学学会



テ ニ エル

ル
ト

・
ヘ
ル
ト

(本
名

ク
ル
ト

・
ク
レ
ー
バ
ー
)
と
知

り
合

い
結
婚

(
一
九

二
四
)
す

る
。
夫

の
感

化

で
社

会

問
題

を

テ
ー

マ
と

す

る

児
童

・
少
年

の
た

め

の
作

品

を
書

き

は
じ
め

る
。

一
九

二
七
年

か
ら

ベ
ル
リ

ン
の
ラ

ジ
オ

で
児
童

番
組

の
キ

ャ
ス
タ
ー

を
務

め

る
。

ナ
チ

ス
の
圧
迫

で
夫

に
続

い
て

ス
イ

ス

へ
亡

命

す

る

(三

三
〉
。
同
地

で
政

治

・
社

会
問

題
を

扱

っ
た

『
二
少

年

の
秘
密

』

(三
五
)
を
書
く

。
戦
時

中

は
何
も

で
き

ず
困

窮
す

る
。
四

五
年

以

後

は
じ
め

て
講
演

や

ラ
ジ

オ
ド

ラ

マ
と
小

説

の
執

筆

が
で
き

る

よ
う

に
な

る
。

一
二
年

に
も

わ

た
る

フ
ァ
シ
ズ

ム
と

の
戦

い
の

体
験

に
基

づ
く
自

伝
的

な
少

年

小
説

『
六

七
番

地

の
子
ど
も

た

ち

』
九
巻

(三
三
～
四
九
)
は
各

国

の
虐

げ

ら
れ

た

子

ど
も

た

ち

が
戦
時
中

ス
イ

ス
に
集

ま

っ
て
結
束
す

る

物
語

で
あ

る
。

テ

ッ

ツ
ナ

ー
に

は

ま

た

世

界

各

国

の

童

話

を

集

め

た

編

著

『
b
暗

簿
q
蕊
鷺
§

ミ
母
§
壽
§

魯

丶

ミ
ミ
、
世
界

の
と

て
も
美

し

い
童

話
』

二
巻

(二
六
～
二
七
)
も

あ

る
。
　

　

　

　
　

　

(植
田
敏
郎
)

　

テ

ニ

エ
ル

ジ

ョ
ン

ω
貯

匂
o
ぎ

↓
Φ
コ
巳
色

一
八
二

〇
～

一

九

一
四
　

イ
ギ

リ

ス

の
挿

絵
画

家
。

「
パ

ン
チ
」
誌

に
挿
絵

を
描

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
ホ

い
て

い
た
が

、

ル
イ

ス

・
キ

ャ

ロ
ル
を
紹

介
さ

れ
、

彼

の
厳

し

い
注
文

に
激

論
を
重

ね

つ
つ
、

『
ふ
し
ぎ

の
国

の
ア
リ

ス
』
の
挿

絵
を
完

成
。
続

い
て

『鏡

の
国

の
ア
リ

ス
』

の
依
頼

に
も

こ
た

　

　
　

ホ

え
る
。

サ

ッ
カ

レ
ー
や

R

・
ド
イ

ル
ら

の
絵

の
影
響

も

み
ら

れ

る

が
、

線
画

を
基

調
と

し

て

『
ア
リ

ス
』

の
ナ

ン
セ

ン
ス

の
世

界
を

み
ご
と

に
捉

え
、

そ

の
後

の

『
ア
リ

ス
』

の
挿

絵
家

た

ち

　

　
　

　
　

　

ホ

を
し

の

い
だ

。

『
ア
ラ

ビ
ア

ン
・ナ

イ
ト

』
(
一
八
六
一二
～
六
五
)
な

ど

の
挿
絵

も

手

が
け
た
。
　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

(原
　

　
昌
)

　
デ

ノ
ワ
イ

エ
　

ル
イ

ピ
o
巳
ω
∪
Φ
ω
ぎ

く
臼
ω

一
八
〇
二
～
六
八

フ
ラ

ン

ス
の
ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス
ト
、
作

家
。

新
聞

連
載

小

説

の
開

祖
。

バ

ル
ザ

ッ
ク

と
と

も

に
文

芸
家

協
会

を

設
立
す

る
。

家
出

少

年
を

主
人

公
と

す
る

『
卜
携

郎
◎
§

ミ
ミ
。・

魯

瀞

黛
苧
ぎ

ミ

G
壽
§

ミ
妹

ジ

ャ
ン
目
ポ

ー

ル

・
シ

ョ
パ
ー

ル
の
冒
険

』

(
一
八

三
二
)
は

、
騒

々
し

い
ア

ン
チ

・
ヒ
ー

ロ
ー

の
引
き

起

こ
す
息
も

つ
か

せ
ぬ

冒
険
譚

に
よ

り
た

ち
ま

ち
読

者

の
人
気

を
得

、
版

を

重

ね

た
。
コ
ミ

ッ
ク

な
味

わ

い
を

も

つ
第

二
作

『
卜
毳

出
ミ
§

ミ
ー

ミ
の
譜

肉
o
曾
導
肉
o
曾
ミ

ロ
ベ
ー

ル
ーー

ロ
ベ
ー

ル
の
冒
険

』
(
四

　

　

ホ　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　ネ

○
)
は

エ
ー

メ

に

至

る

ユ
ー

モ

ア
文

学

の

系

譜

の

先

駆

け

と

な

っ
た
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(新
倉
朗
子
)

　

デ

・
パ

オ

ラ

ト

ミ

ー

目
o
ヨ
δ

ユ
Φ

勺
鋤
o
ご

一
九
三

二
～

ア

メ
リ
カ

の
絵
本

作
家

。

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク
市

ブ

ル

ッ
ク
リ

ン
の

プ

ラ

ッ
ト
美

術
学

校
を

卒
業

後

、
大
学

で
美

術

の
講
義

を

行
う

か
た

わ
ら

、
壁

画
、

タ
ブ

ロ
ー

を
多

く
描

い
て

い
た
。

一
九
六

五
年

に

は
じ
め

て

の
絵

本
作

品

『曽

§

§

い
ろ

い
ろ
な

お
と
』

『
}§

題
む

い
ろ

い
ろ
な

く

る
ま

』

の
二
冊
を

手

が

け
、

そ

の

後
、

民

話
、

お
と
ぎ

話
、

創
作

、
童

謡
な

ど

の
分
野

に
わ

た

っ

　

　
　

　

　
　

　
ホ

て
絵

本
を

発
表

。

セ

ン
ダ

ッ
ク

か
ら

影
響

を
受

け
た
素

朴

で
温

か
な

画

風

で
、

幅
広

い
層

に
人

気
を

得

て

い
る
。

(金
平
聖
之
助
)

　

出

開

美

千

子

麓

」

Ⓒ1988　日本児童文学学会



テユボ ア

　

デ

フ

ォ
ー

　
ダ

ニ

エ
ル

∪
Ωゆ
巳
巴

∪
Φ
ho
Φ

一
六
六
〇
～

一
七

三

一　

イ

ギ
リ

ス

一
八
世
紀

の
ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス
ト

で
小

説
家

。

肉

屋

の
息

子

に
生

ま
れ

た

デ

フ
ォ
ー
は
、

非
国

教
徒

の
学
校

を

出

た
後
、

実
業

界

に
入

っ
て
浮

沈
を

重
ね

た
り

、
当
時

の
政
争

に

も

か

か
わ

っ
て
多

数

の

パ

ン

フ

レ

ッ
ト

を

書

い
た

り

す

る

が
、
や

が
て
晩
年

に
至

っ
て
物

語

づ
く

り

の
才
を

生

か
し

て
『
ロ

ビ

ン
ソ

ン
・
ク

ル
ー

ソ
ー
』

(
一
七

一
九
)
を
書

く
。

セ

ル
カ

ー
ク

と

い
う

当

時
実

在

の

モ
デ

ル
を
も

と

に
、

二
八
年

間
を

孤
島

で

暮

ら
す

男

を
描

い
た
作

品

は
当
時

大
変

な

ベ
ス
ト

セ

ラ
ー
と

な

り
、
同

時

に
そ

れ
は

子
ど
も

部
屋

に
も

入

り
込
ん

で
、
「
子
ど
も

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

が
大
人

の
手
か

ら
奪

う
」

(
ア
ザ
ー
ル
)
と

い
う
形

で

児
童

文
学

化

し

た
。
作

品

は
そ

の
後

の
無
数

の

「
ク

ル
ー

ソ
ー
も

の
」

の

元

祖

と
な

っ
た

の
で
あ

る
。
無

人
島

へ
の
漂
流

と

い
う

テ
ー

マ
、

そ
し

て
そ

の
地

で

の
数

々
の
危
難

を

切
り
抜

け

て
生
活
を

拡
大

し

て

い
く
と

い
う

物
語

は
、
当

然

子
ど

も

の
心

の
中

に
あ

る
自

立

願
望

と
冒

険
心

を

か
き
た

て
る
も

の
で
あ

っ
た

が
、
同

時

に

ノ

ン
フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
を

装
う

デ

フ

ォ
ー

が
、

ク

ル
ー

ソ
ー

の
生

活

の
端

々
を
実

に

こ
と
細

か
く

描

い
て

い
る

こ
と

の
効
果

も
忘

れ

て
は

い
け
な

い
。

そ
れ

は

こ
と

に
も

の
を

つ
く

り
出
す

場

で

迫
真

の
も

の
と

な
る

が
、

そ
れ

は
実

に
リ

ア

リ
テ

ィ
ー

に
富

ん

だ
、

最
終

的

に
は
人

間

の
勝

利

の
物

語
だ

っ
た

の
で
あ

る
。

確

か

に
ク

ル
ー

ソ
ー

の
生
き
方

に
は
、

人
間

の
原

始
的

本
能
を

か

き
た

て

る
も

の
が
あ

る
と

い
え
よ

う
。

こ
う

し

て
児
童

文
学

化

し
た
作

品

が
、
イ

ギ

リ

ス
近

代
小

説

の
先
駆

け

で
あ

っ
た

こ
と

も

意
義

深

い
。　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

(谷
本
誠
剛
)

　

テ

ー

マ
　

島
Φ
ヨ
Φ

作

品

の
中

心
的

な

意

味

を

示

す

こ

と

ば

で
、
主

題

と
も

い
う
。
素

材

と
深

く

か
か
わ

る
も

の
で
、
作
家

の
内
的

な
要

求

か
ら
素

材
を
捉

え

、

そ
れ
を

解
釈

し
、

理
念

に

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

ま

で
表

現

し
た
も

の
。
作

品
を

構

成
す

る

ス
ト

ー
リ

ー
や
ド

ラ

マ
は

こ

の
テ
ー

マ
に
よ

っ
て
統

一
さ
れ

る
。

い
か
な

る
作

品

に

も

テ

ー

マ
は
あ

る

が
、
そ

れ
を

強
く

打
ち

出
す

も

の
と
、
イ

メ
ー

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ジ
や
感
覚

に
よ

っ
て
象
徴

的

に
示
す

も

の

が
あ

る

。
童

話

の
場

合

、
テ

ー

マ
を

強
調

し
す

ぎ
る

と
作

者

の
思
想

が
目

立
ち

す
ぎ

、

物

語
的

興
味
を

失
う

こ
と

も
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

(西
本
鶏
介
)

　
デ

ュ
・
ボ

ア

　
ウ

ィ
リ

ア

ム

・
P
　
耄

同=
冨
ヨ

勺
9

①
α
二
じu
9
ω

一
九

一
六
～
　
ア

メ
リ

カ

の
イ

ラ

ス
ト

レ
ー

タ
ー
、

児
童

文

学

作
家

。
両

親

が
芸
術
家

で
、

子

ど
も
時

代

か
ら

絵
画

を
好

み
、

青
年

時
代

よ
り

児
童

文
学
、

絵
本

の
創
作
を

志

す
。

長
編

の
代

表
作

に

は

『
三
人

の
お
ま

わ
り

さ

ん
』

(
一
九
三
八
)
、

『
二
十

一

の
気

球
』
(
四
七
　

ニ

ュ
ー

ベ
リ
ー
賞
受
賞
)
、

『巨

人

ぼ
う

や

の
物

語
』
(
五
四
)
、

絵
本

に
は

『ト
ご
§

ラ
イ

オ

ン
』
(五
五
)
が
あ

る
。

Ⓒ1988　日本児童文学学会



テユボアサン

作

品
は
、

科
学

的
空

想

に
あ

ふ
れ
、

ユ
ー

モ
ア

と
機
知

に
富

ん

で

い
る
。
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

(渡
辺
茂
男
)

　
デ

ュ
ボ

ア
ザ

ン
　

ロ
ジ

ャ
ー

閑
o
ひq
臼

∪
二
く
9
ω
ぎ

一
九
〇
四

～
八
〇
　

ス
イ

ス
生

ま
れ

の
ア
メ
リ

カ

の
絵
本
作

家

。

『
望
§
ミ

の
§
o
ミ
b
切
慧

、
⑦
§
o
ミ

し

ろ

い

ゆ

き

、

ひ

か

る

ゆ

き

』

(
一
九

四
七
)
で

一
九

四
八
年

度

コ
ー

ル
デ

コ

ッ
ト
賞

を

受
賞

。

"
子

ど

も

の
持

つ
生

き
生

き
と

し
た

好
奇

心
"
を

充

足
さ

せ
ら

れ
る
絵

本

づ
く

り

を

信
条

と

し

て
お

り
、
動

物

を

主

人

公

に

し

た

シ

リ
ー

ズ

を

数
多

く

発

表

し

て

い
る
。
中

で

も
夫

人

の

ル
イ
ー

ゼ

・
フ
ァ
テ

ィ
オ
が
物

語
を

担
当

し

た

『
ご
き
げ

ん
な

ら

い
お

ん
』

シ

リ
ー
ズ

は

ユ
ー

モ
ア

に
あ

ふ

れ
た
絵

本
と

し

て
評
判

が

高

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(金
平
聖
之
助
)

　

デ

ュ

マ
　

ア

レ
ク
サ

ン
ド

ル
　
≧

Φ
×
穹

曾

Φ
∪
ロ
ヨ
o
ω
勺
曾
Φ

一
八
〇
二
～
七
〇
　

フ
ラ

ン
ス

の
小

説
家

、
劇

作
家

。
息

子

は
、

『
椿
姫

』

の
作

者

で
あ

る
。
父

子
同

名

の
た
め

、
両

者
を

区
別

す

る
た

め

に

"
父

デ

ュ
マ
"
、
"
息

子

デ

ュ
マ
"
と
呼

ぶ
。

(
日
本

で
は
、
大
、
小
を

つ
け
て
呼
ぶ
)
。
父

は
ナ
ポ

レ
オ

ン
軍

の
将
軍

で

あ

っ
た

が
ナ

ポ

レ
オ

ン

の
不

興
を

買

い
軍

籍
を

離

れ

パ
リ
北
東

の
ヴ

ィ

レ
ー

ル

・
コ
ト

レ
で
不
遇

の
生

活
を

送

っ
た
。

デ

ュ
マ

の
四
歳

の
時

、
父

が
死

去

し
た
た

め

に
学

校
教

育

を
受

け

る
こ

と
な
く

自

然

の
中

で
成

長
。

二

〇
歳

の
こ

ろ
劇
作
家

を

志

し
て

パ
リ
に
出

て
オ

ル
レ
ア

ン
公

(
の
ち

の
国
王
、
ル
イ

・
フ
ィ
リ

ッ
プ
)

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
ホ

の
事

務
所

に
書

記
と

し

て
就
職
。

ロ
マ
ン
派

の
詩

人
、
ユ
ゴ
ー
、

ネ

ル
ヴ

ァ
ー

ル
ら
と
交

遊

を
結

ぶ
。
一
八
二
九

年
、
『さ

ミ
適

ミ

ミ

羲

8
ミ

ア

ン
リ
三

世
と

そ

の
宮
廷

』

が

フ
ラ

ン
ス
座

で
上

演
さ

れ
大

成
功
を

収
め

た
。
以
後

、
劇
、
歴
史

小

説
、
旅
行
記

、

回
想

録
な

ど

二
五
七
編

の
作

品
を

世

に
送

っ
た
。

中

で
も
、

歴

史

小
説
、

『三
銃

士
』

(
一
八
四
四
)
、
そ

の
続

編

『
二
十
年
後

』

(四
五
)
、
『
プ

ラ

ン
ジ

ュ
ロ
ン
ヌ
子
爵

』
(四
八
)
、
『
モ

ン
テ
ク
リ

ス
ト
伯

』
(四
五
)
は
、
波

乱
万

丈

の
筋

立

て
と
主

人
公

の
正
義

感

と

意
志

力
、

固

い
友
情

な

ど

で
多

く

の
読

者

の
心
を

捕
ら

え
今

日
も
広

く
読

ま
れ

て

い
る

。
と

く

に
、
冒

頭

の
作

品
は
、

我

が

,
国

で
も

子

ど
も
向

け
に
再

話
さ

れ
主

人
公

ダ

ル
タ

ニ
ヤ

ン
は
人

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
ホ

気

が
あ

る
。

児
童
文

学
作

品

に
は
、

ホ

フ

マ
ン
の
同
名

の
作

品

に
想

を
得

た

『募

ミ
蝋ミ

亀
ご
§

婁

寧
§
鼠
題
誉

く
る

み
割

り

人
形

』
『
毎
§
き
塁

ア

ン
ト

ニ
i
』
『9

ミ
8

§

融

§

O
寒

Q

ジ

ゴ
ー

ニ

ュ
父
さ

ん

の
話
』

の
三
作

が
あ

る
。
　

　

(塚
原
亮

一
)

　

デ

ュ

マ
　

フ
ィ
リ

ッ
プ

勹
三
=
噂
O
Φ
∪
ロ
ヨ
o
ω

一
九
四
〇
～

フ
ラ

ン
ス

の
イ

ラ

ス
ト

レ
ー
タ

ー
、
絵

本
作

家
。

ユ
ー

モ
ラ

ス

な
中

に
、

風
刺

の
き

い
た
作

品

が
多

い
。

『
ろ
ば
く

ん

一
代

記
』

　
(
一
九
七
六
)
、

『
ま

っ
く

ろ

ロ
ー
ラ
』
シ
リ

ー
ズ

(七
六
)
、

『
こ
と

り

の
オ

デ

ッ
ト
』
(七
八
)
な

ど
、
繊
細
な

デ

ッ
サ

ン
と
物

語
性

で

推

薦
図
書

に
選
ば
れ

て

い
る
。

と
く

に
人
間

の
生
と

死

に

つ
い

て
、
や

さ
し
く

語
り
な

が

ら
、
深

く
考

え
さ

せ
る

『
9

らぎ

ミ

ー

§
§

、Iミ

こ
の
変
り

よ
う

』
(八

一
)
は
、
絶
賛

さ
れ

、
数

々

の
賞

を

受

け
て
、

児
童
文

学
界

の
話
題
作

と
な

っ
た

。

(末
松
氷
海
子
)

　
　
デ

ュ
ラ

ッ
ク

　

エ
ド

マ
ン
ド

国
血
ヨ
ニ
巳

∪
巳
o
o

一
八
八
二

～

一
九

五
三
　
イ

ギ

リ

ス

の

挿

絵

画

家
ゐ

フ

ラ

ン

ス

の
ト

ゥ

Ⓒ1988　日本児童文学学会



テ ラム ラテル

ー

ル
ー
ズ

で
織
物
商

人

の
子

に
生
ま

れ
、

ト

ゥ
ー

ル
ー

ズ
大
学

で
法
律

を
学

ぶ
。

の
ち

ト

ゥ
ー

ル
ー
ズ
美

術
専
門
学

校

、

パ
リ

の
ア

カ
デ

ミ
ー

・
ジ

ュ
リ
ア

ン
で
絵
画

を
学

び
、
親

英
家

と
な

っ

て
イ

ギ
リ

ス
に
渡

り

一
九

一
二
年

に
帰
化

。
英
米

の
雑

誌

に
風

刺

漫
画

や
著

名
人

の
肖
像

画

を
寄
稿

。
毎

年

ロ
ン
ド

ン
で
個

展

を

開
く

。

ほ
か

に
芝
居

の
舞

台
装

置
や
衣

装

の
デ
ザ
イ

ン
、

英

仏

の
記
念

切
手
、
紙
幣

、家

具

調
度

の
デ

ザ
イ

ン
も

し

た
が
、

・王

た

る

仕
事

は
文
学

作

品
、
と
く

に
児
童
向

け

の
豪

華
本

の
挿

絵

だ

っ
た
。
渡

英
直

後

に
手

が
け
た

ブ

ロ
ン
テ
姉
妹

の
作

品
集

を

　
　

　
　

ホ

は
じ

め
、
『
ア
ラ

ビ
ア

ン

・
ナ
イ

ト
』
(
一
九
〇
七
)
、

シ

ェ
ー

ク

ス

ピ
ア

の

『
嵐
』
(〇
八
)
、

『
眠
れ

る
森

の
美

女
』
(
一
〇
)
、

『
ア

ン

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

デ

ル
セ

ン
作

品
集

』
(
一
二
)
、

ス
テ

ィ
ー
ヴ

ン
ス

ン
の

『宝
島

』

　
　

　
　

　
ホ

(
二
七
)
な
ど

ラ

ッ
カ

ム
と
並

ん
で
世
紀

は

じ

め

の
豪

華

美
本

流

行

期

を
代
表

し
、

ペ

ル
シ
ア
や
イ

ン
ド

や
日
本

の
絵

画

の
様

式

を

積

極
的

に
取

り
入

れ
て
読

者
を

大

い
に
酔
わ

せ
た
。

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(吉
田
新

こ

　

寺

内

万

治

郎

蔦

鴇

う
　

一
八
九

〇
～

一
九

六
四

(明

23
～
昭

39
)　

洋

画
家
。
大
阪

市

に
生
ま

れ
東
京

美
術
学

校
洋

画
科

を
卒

業
。

一
九
二
五

、

二
七
年

帝
展
特

選
、

三
三

年
帝

展
審
査

員

と

な

り
、

ま
た

四
三
年

か
ら

五
〇

年
ま

で
東
京

美
術
学

校
講

師

と

し

て
後
進

の
指

導

に
当
た

る
。

五

一
年

日
本

芸
術

院
賞
受

賞
。

六

〇
年

日
本
芸

術
院

会
員

。
高

い
格

調
と
正

確
な

描
写
力

に
よ

る

裸
婦

は
定
評

が
あ

っ
た
。
児

童
文
化

に
お
け

る
仕
事

と
し

て

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

は
、

二
〇
年
代

に
主

と

し
て

「
金

の
星

」

に
表
紙

絵

・
口
絵

・

挿

絵
を

描
き
、
当

時

の
有
力

な
童

画
家

の

一
人

に
数

え
ら

れ

る
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
(渡
辺
圭
二
)

　
寺

村

輝

夫

質
能

ら
　

一
九

二

八
～
　

(
昭

3
～
　
)

童

話

作

家

。
東
京

市

に
生
ま

れ

る
。
九

人

兄
弟

の
六

男
。

東
京
府

立
第

一
商
業
学

校

入
学
後

、
海

軍

甲
種

飛
行

予
科

練
習

生
と

し

て
海

軍

航
空

隊

に
入
隊

し
特
攻

隊
を

志

願
す

る

が
、
敗

戦
後

、
早

稲

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

田
大
学

専
門
部

政
治

経
済

科

入
学

、
早

大
童

話
会

に

入
会

(
一
九

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ　
　　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　

四
六
)
。
在
学
中

よ

り
同
会

顧

問

の
坪

田
譲
治

の
紹

介

で
竹
崎
有

　

　

ネ

斐

、
大

石
真

と
と
も

に
小
峰
書

店

で
児

童
書

の
編

集

に
従
事
。

そ

の
後

、
三

十
圭
旦
房
か

ら
あ

か
ね
量
旦
房
に
移

り
、

同
社

非
常

勤

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

取
締
役

と
な

る
。

編
集

活
動

の
か

た
わ

ら
、

福
音

館
書

店

の
松

居
直

の
勧
め

で

"
幼
児

の
た

め

の
童

話
集
"

に

『
ぞ
う

の
た

ま

ご

の
た
ま

ご
や
き

』
(五
六
)
を
書

き

、

こ
れ

が

「
母

の
友
」
に
転

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

載

さ

れ
、
さ

ら

に
創
刊

間
も

な

い

「
こ
ど
も

の
と
も
」

で
絵

本

化

さ

れ
る
。

"
王

さ
ま
"
と

い
う

子

ど
も

類
似

の

ユ

ニ
ー
ク

で
個

性

的
な

キ

ャ
ラ
ク

タ

ー
を
主

人
公

に

し
た

、

日
本

の
新

し

い
ナ

ン
セ

ン
ス
童

話

の
誕
生

と
な

る
。

こ
れ
ら
を

収

め
た

『
ぼ
く

は

　

　
　

　
　

ホ

王
さ

ま
』
を

今
江

祥
智

の
推
挙

に
よ

り
理
論

社

か
ら

一
九

六

一

年

に
処
女
出

版
、
毎

日

出
版
文

化
賞

を

受
賞

(六

一
)
。
以
後

、
子

ど
も

た
ち

の
圧
倒

的
な

支
持

を
得

て

、
王

さ
ま

シ
リ

ー
ズ
を

中

心

に

『
お

む
く
ん

と
む

く

ん
』
(六
五
)
、

『
こ
び
と

の
ピ

コ
』
(六

八
)
、
『ま

ほ
う

つ
か

い
の
チ

ョ
モ
チ

ョ
モ
』
(
六
九
)
な

ど

の
幼
年

童
話

、

『
ぼ
く

の

い
え

な
ん

だ
』
(七
〇
)
、

『
お

に

の
あ

か

べ
え
』

(七
三
)
、

『あ

い
う

え
お
う

さ

ま
』
(七
九

絵
本
に

っ
ぽ
ん
賞
)
な
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テ ラメ ア

ど

の
絵

本
、

『
日
本

む

か
し
話

』
全
三
巻

(七
九
～
八
〇
)
な

ど

の

再

話

、

ア

フ
リ

カ

の
文

化
と

思
想

に
刺
激

さ

れ
、
度

重

な

る
ア

フ
リ

カ
取
材

を
も

と

に
し
た

『
生
き

て

い
る
猛

獣
』
(七

一
)
、
『
サ

フ

ァ
リ
と
魔

法

の
国
』

(七
四
)
な

ど

の
ノ

ン

フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
、

シ

ュ
バ
イ

ツ
ァ
ー
神
話

に
疑

問
を
投

げ

か
け

た
画

期
的

な
偉

人

伝

『
ア

フ
リ
カ

の
シ

ュ
バ
イ

ツ

ァ
i
』
(七
八
)
な

ど

の
ほ

か
、
『
わ

た
し

の
童

話
創
作

ノ

ー
ト
』

(八

一
)
と
各

分

野

に
精
力

的

に
活

躍
。

自
宅

の

一
室

を

「
王
さ

ま
文
庫

」

と
し

て
近

隣

の
子

ど
も

に
開

放
、
童

話
雑

誌

「
の
ん
」
を
発

行

し

て
後

進

の
指

導

に
当

た
り

、
文
京

女

子
短
大

教
授

を
務

め
る

な
ど

活
動

は
多

岐

に
わ

た

る
。

八

二
年

に

『寺
村

輝
夫

童

話
全
集

』
全

二

〇
巻
を

刊

行
。

八
四

年
、
「
独
得

の
ナ

ン
セ

ン
ス
テ
ー

ル
ズ

で
日
本

の
児

童
文

学

の
枠

を

ひ
ろ
げ

た
功
績

に
よ

り
」
巌

谷

小
波
文

芸
賞

を

受
賞

。

[
ぼ
く

は
王
さ

ま
]
鬢

舗
ま
　
童

話
集

。
一
九

六

一
年

六

月

理
論

社
刊

。

『
ぞ
う

の
た
ま

ご

の
た
ま

ご
や
き

』

の
ほ

か
、

『
し

ゃ
ぼ

ん
だ

ま

の
く

び
か
ざ

り
』
『
ウ

ソ
と

ホ

ン
ト

の
宝

石

ば

こ
』
『
サ
ー

カ

ス
に

は

い

っ
た
王

さ
ま
』

を
収

め
る
。

そ

の
後

、

こ
れ
を

第

一
集

と
す

る

「
ぼ
く

は
王
さ

ま
」

シ
リ

ー
ズ

が

『
王
さ

ま

ば
ん

ざ

い
』
『王

さ
ま

ロ
ボ

ッ
ト
』
『王

さ
ま

び

っ
く
り

』
『王

さ
ま

め

い
た
ん

て

い
』

『
王
さ

ま
た

ん
け

ん
た

い
』

『
王
さ

ま

レ

ス
ト

ラ

ン
』

『
王

さ
ま

パ
ト

ロ
ー

ル
』

『ま

ほ
う

つ
か

い
の
チ

ョ
モ
チ

ョ

モ
』

『
王

さ
ま

か

い
そ
く

せ
ん
』
と

一
〇
集

ま

で
続

く
。

こ

れ
ら

を
ま

と

め
た

『
ぼ
く

は
王

さ
ま
　

全

一
冊
』

(八
五
)
も
あ

る
。

　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
(野
上
　
暁
)

　

デ

・
ラ

・
メ

ア

　
ウ

ォ
ル
タ
ー

芝

巴
8
「
∪
Φ
ピ
o
]≦
爰
Φ

一

八
七
三
～

一
九
五
六
　

イ

ギ
リ

ス

の
詩

人
、
作

家
。
子
ど
も

や

孤

独

な
人

々
の
目

か
ら
見

た
世

界

の
不
思
議

さ
を

捉
え

た
、

幻

想

的

で
繊

細
な

作
風

で
知

ら
れ

る
。
子
ど
も

の
た

め

の
作

品

に

は
、

探

求

の
旅

を

描

い
た

フ
ァ
ン

タ

ジ
ー

の
古

典

で
あ

る

『
ム

ル

ガ
ー

の
は

る
か
な

旅
』
(
一
九

一
〇
)
や
、
昔

話
的

な

語
り

口

の
短

編

を
集

め

た
『
魔
女

の
箒

』
(
二
五
)
な

ど

が
あ
る
。
詩
集

『寒

§

簿

ミ

鳴
孔

雀

の
パ
イ

』

(
一
三
)
は
、

英
米

で
広
く

愛

唱

さ
れ

て

い

る
。　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

(脇
　
明
子
)

　

デ

レ

ッ
ダ

　
グ

ラ

ー

ツ
ィ
ア

○
鑓

N
冨

∪
2
Φ
&

⇔

一
八
七

一

～

一
九
三
六
　

イ

タ

リ

ア

の
作

家
。

一
九

二
六

年

に

ノ
ー

ベ

ル

賞

を
受

賞

し
た
。
サ

ル
ジ

ニ
ア
島

の
生
ま

れ
で
、
処

女
作

『
ミ

ミ

ミ

留

ミ

甜
謹

サ

ル
デ
ー

ニ
ャ
の
花

』
(
一
八
九
二
)
の
後

、
生

ま

れ

た
島

の
風
土

に
根
ざ

し
た

、
リ

ア
リ

ス
テ
ィ

ッ
ク
な
作

品
を

書

き
続

け

た
。
代
表
作

に
は

『
G
§

Q
ミ

灰
』
(
一
九
〇
四
)
、
『
卜
匙

ミ
亀
譜

丶
§
魯
隷

悪

の
道
』

(〇
六
)
な
ど

が
あ

る
。

一
方
、

児
童

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

文

学

に
も

関
心
を

も
ち

、
ヴ

ァ
ン
バ
に
誘

わ

れ
て
、
「
日
曜

新
聞

」

に

『N
、ミ

ミ
象
ミ

三
人

の
お

じ

い
さ
ん

』

『自

博
毳
ミ
蕊
§

小

さ
な
羊

飼

い
』
な

ど

の
短
編

を
載

せ

て

い
る
。
　

(安
藤
美
紀
夫
)

　

テ

レ
ビ
文

化

舷

捉
　

ジ

ャ
ー
ナ

リ

ズ

ム
用
語
。
国
か

ら
電
波

使

用

の
免
許

を
取

っ
た

テ

レ
ビ
局

が
大

が

か
り
な

設
備
を

使

っ

て

の
み
放

送
で
き

る
た

め

に
、
映

画
な

ど

の
よ
う

に
自
由

に
子

ど
も

の
た

め

の
す

ば
ら

し

い
作

品

を
作

れ
な

い
。

い
つ
も

送

り

手

に
と

っ
て
は

一
方
的

と
な

る

の
が

テ

レ
ビ
文
化

の
特
質

で
あ
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テ ンセ ッ

る
。
日
本

で

の
テ

レ
ビ
放
送

開
始

は

一
九
五

三
年

(
昭
28
)
で
、
一

〇
年

後

の
テ

レ
ビ

ア

ニ
メ
放
映

開
始

が
子

ど
も
を

テ

レ
ビ

の
と

り

こ
に
す

る
。

し
か

も

C
M

に
よ
る

宣
伝

効
果

が
き

い
て
、

テ

レ
ビ
文
化

そ

の
も

の
は
た

え
ず

ス
ポ

ン
サ
ー

の
商

品
宣

伝
と

い

う

側

面
を
も

つ
。

ス
ポ

ン
サ
ー

の
意

志

が
番
組
を

決
め

る
た

め

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ネ

に
、

子
ど

も
番

組

の
内
容

は
、

ア

ニ
メ
ー

シ

ョ
ン
と
特
撮

ド

ラ

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

マ
中

心
と

な

っ
て

い
る
。

児
童
文

学

、
絵

本
を
素

材

に
し
た
も

の
、
あ

る

い
は

オ
リ

ジ
ナ

ル

の
子
ど
も

ド

ラ

マ
が
皆

無

に
近

い
。

チ

ェ
ッ
ク
機

関

が
な

い
。

子
ど
も

を

テ

レ
ビ

の
味

方

に
す

る
運

動

な

ど

が
七
〇
年

代

に
起

こ

っ
た
が

、
今

は
子

ど
も

の
テ

レ
ビ

を

考

え
る
会

が
活

動

し

て

い
る
。
　
　

　

　

　

　
　

(石
子

順
)

　
　

　
　

　
　
　

ホ

　

伝

記

で
ん
き

ノ

ン
フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
の

一
分

野
で
、
歴

史
上

に
実
在

し

て

一
定

の
社
会
的

貢
献

を

し
た

人
物

の
個
人
的

生
涯

を

書

い
た
作

品
を

い
う

。

ア
ー

バ

ス
ナ

ッ
ト
は

ニ
コ
ル
ソ

ン
の

説

を

ひ

い
て
、
伝

記

は
、
歴

史
上

の
事

実

を

つ
ら

ね
て
個

人
を

浮

き

彫
り

に
し
た

文
学

で
あ

る

こ
と

が
必
要

条
件

で
あ

り
、
児

童

向
き

に

は
物
語

化

さ
れ

た
伝
記

が

最
良

の
型
だ

と

い

っ
て

い

　
　

ホ

る
。

モ
ー

ロ
ア

は

「
伝

記
作

者

の
選
択

の
第

一
は
題

材
だ
」

と

　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

い

い
、

リ

リ
ア

ン

・
ス
ミ

ス
は

「
お

と
な

が
偉
人

と
よ

ぶ
人

ぴ

と

の
生

涯

の
中

に
は
、

子

ど
も

に
と

っ
て
冒
険
味

が
な
く

、
面

白

み

が
な

い
場
合

が

沢
山
あ

る
」
か
ら

、

「
子
ど
も

た
ち

が
聞

き

た

く
な

る
よ
う

な

物

語
を
持

っ
た
人
物

」
を

取
り
あ

げ

る

べ
き

だ

と
指
摘

し

て

い
る
。

物

語
を
も

っ
た
人
物

の
生
涯

を
リ

ア

ル

に
描

い
た
伝

記
は

、
読

者

で
あ

る
児
童

に

そ

の
人
物

へ
の
強

い

愛
着

と
敬
意

を
抱

か

せ
、

人
生

あ

る

い
は
人
間

へ
の
興

味
を

強

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

め

る
。

S

・
ノ
ー

ス
『
エ
ジ

ソ
ン
』
、

イ
ー
ト

ン
『
ガ

ン
ジ
ー
伝

』
、

E

・
ド
ー

リ
ー

『
キ

ュ
リ

i
夫

人
』

な
ど

は
国
際

的

に
読
ま

れ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ

て

い
る
。

我
が

国

で
は
最

初

の
児
童
書

シ
リ
ー

ズ

『少
年

文
学

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ　　　　　　　　　　　　　　　ホ

叢
書
』

に
も

伝
記

は
多

く

、

『少

年
読

本
』

『
世
界

歴
史

譚
』

は

内
外

の
歴

史

上

の
人

物

を

扱

っ
た

本

格

的

な

伝

記

シ

リ
ー

ズ

で
、
未

熟
な

作

品
が

少
な

く
な

い
が
、
注

目
す

べ
き
力
作

も
あ

る
。
大

正

・
昭
和

を

通
じ

て
英

雄
や

武
将

・
軍
人

の
伝

記

が
盛

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ネ

ん

に
刊

行

さ
れ

た
中

で
、

吉
野

源
三
郎

の
リ

ン
カ
ー

ン
伝

は

異

色

作

で
あ

っ
た
。

戦
後

は

秋
元
寿

恵
夫

『
人
間

・
野

口
英

世

』

　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

や
岩
崎

卓
爾

を
描

い
た
谷
真

介

『
台

風

の
島

に
生

き
る
』
、

ひ

の

ま
ど

か

の
チ

ャ
イ

コ

フ
ス
キ
ー

な
ど

の
音
楽

家

シ
リ
ー

ズ

が
評

価

さ
れ

て

い
る
。
　
　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

(勝
尾
金
弥
)

　

天
　

狗

㏄
ん
　

中

国

で
は
古

来
、
音
を

発
し

て
流
れ

、
地
上

に

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

て
ん
こ
う

落

ち

て
火
災

を
も

た
ら

す

天
狗

と

い
う

妖
星

の
存

在

が
信

じ

ら

れ
て

い
た
。

ま
た

山

に
住

む
怪
獣

に
も

同
名

の
も

の
も
考

え

ら

れ
て
き

た
。

日
本

に

そ

の
伝

承

が
伝
え

ら

れ
、

山
中

他
界

に

い

る
赭
顔

高
鼻

で
飛

行
自

在

の
人
間

に
似

た
異

類

が
、
山
岳

宗
教

　

　
　

　
　
　

　

て
ん
ぐ
　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
ホ　
　　
　
　　
ホ

に
取
り

込
ま

れ
、

天
狗

信
仰

と
な

っ
た
。
伝

説

・
昔

話

の
登
場

人

物
と

し

て
も
活

躍
し

、
中

世

の
能
な

ど

に
も
出

て
く

る
。
修

験

道

の
行
者

に
似

た

い
で

た
ち

で
、

羽
う
ち

わ
を
も

ち
、

高
足

駄

を
履

い
た

イ

メ
ー

ジ
が
最

も
普

及

し
て

い
る
。　

(益
田
勝
実
)

　
伝

説

藐

村

や
村

の
自

然
、
特

異

な
人
物

、
で
き
事

な

ど

に

つ
い
て

の
口
伝

え
。

も

の
や
習

俗

の
由
来

を
説

明
す

る

こ
と
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テ ンネ ホ ル ク

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

も
多

い
。
同

じ
く

口
伝
え

で
あ

る
昔

話

と
は
、

か

な
り

明
瞭

な

違

い
が
あ

る
。
伝

説
は
、

奇
跡

的
な

こ
と
、

超
自

然
的

な
も

の

や

こ
と
と

の
出
会

い
そ

の
も

の
を
、

主

た
る

話
題

に
す

る
。

そ

し

て
、
出
会

い
に
際

し

て

の
人

間

の
驚

愕

を
伝

え
よ

う

と
す

る
。

出
会

っ
た
人

間

は
、
そ
れ

に
よ

っ
て
衝
撃

を
受

け
、
病
を

得

て
、

生
命
を

失
う

こ
と

さ
え
あ

る
。

昔

話

で
は
、

そ
う

し
た

出
会

い

は
、

主
人

公

の
幸

福

に
至
る

一
過

程

に
す

ぎ

な

か

っ
た

り
、

人

間

が
知
恵

な
ど

に
よ

っ
て
克

服
す

べ
き

対
象

と
さ

れ

る
。
伝

説

　
　
　

　
　

ネ

に
は
、
古
く

神

話
に
ま

で
さ

か

の
ぼ
り
う

る
話
材

を
扱

う
も

の

と
、

生
活

の
近
く

に
あ

る
自

然
や

で
き
事

を

扱
う

場
合

と

が
あ

る
。

後
者

の
場
合

、
多

く
は

、
自
然

の
形
や

場
所

、
現

象

の
由

来

説
明

に
な
る
。

そ
れ

は
、
村

の
歴

史

そ

の
も

の
を
伝

え
よ

う

と
す

る
も

の
と
考

え

る
こ
と

が

で
き
る
。

し

た

が

っ
て
、
人

間

に
信

じ

て
も
ら

い
た

い
と
欲

し

て

い
る

の
で
あ

る
。
信

じ

る
か

ど
う

か

は
、
時
代

に
よ

り
、
個

人

に
よ

っ
て
変
動

が
あ

る
。

ド

　
　
　

　

ィ

ッ
の
グ

リ

ム
兄
弟

は
、
有

名
な

『
グ

リ

ム
童
話
集

』
以
外

に
、

『
ド
イ

ツ
伝
説
集

』
を

編
み
、

公
刊

し

た
。

し

か
し

「
童
話
集

」

ほ
ど
人

々
に
知

ら
れ
な

い
で

い
る
。

日
本

で
は
、

一
九
四

九
年

　
　

　

に
、
柳

田
国
男

が

『
日
本
伝

説
名
彙

』

を
公

刊

し
た
。

そ

こ
で

の
分
類

は
、
石

、
木
な

ど
何

に

つ
い
て

の
伝

説

か
と

い
う

観
点

か
ら
行
わ

れ

て

い
る
。

【参
考
文
献
】
柳
田
国
男

『伝
説
』
(
一
九
四
〇
　
岩
波
書
店
)、
J

・
P

・

バ
イ
ヤ
ー
ル

『伝
説
の
歴
史
』
(田
辺
定
之
助
訳
、

一
九
五
八
　
白
水
社
)

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

(小
澤
俊
夫
)

　
デ

ン

ネ

ボ

ル

ク

　

ハ
イ

ン

リ

ヒ
　

マ

リ
ー

ア

国
Φ
冒
ユ
o
ゴ

ζ
費
す

∪
Φ
弓

Φ
げ
O
『
σq

一
九

〇
九
～
　

西
ド

イ

ツ

の
人

形

芝

居

家
、
児
童

文
学

作
家

。
『
ル

ン
ペ

ル
シ

ュ
テ
ィ

ル
ツ
ヒ

ェ
ン
』
(
一

九
三
三
)
な

ど
、
主

に
昔
話
を

も

と

に
し
た

人
形
芝

居

の
脚
本

を

多
く

書
き

、
自
ら

演
じ

て
世

界

の
各
地

を
回

っ
た
。

一
方
、
『
ヤ

ン
と
野
生

の
馬

』

(五
七
)
、

『
ロ
バ
の
子
グ

リ

ゼ
ラ
』

(五
五
)
の

よ
う

な
、

子
ど

も
と
動

物

の
心

の
交

流
を

温
か

い
筆
致

で
書

い

た
秀

作
も

多

い
。

ラ
ジ

オ
や

テ

レ
ビ
で
も

活
躍

し

て

い
る
。

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

(上
田
真
而
子
)

ト

　
土

井

晩

翠

購

す
い
　

一
八
七

一
～

一
九
五
二

(明
4
～
昭
27
)

英
文

学
者

、
詩

人
。

戸
籍

上

は

〈
つ
ち

い
〉
と
読

む

が
、
世

間

の
慣

用
を

認
め

、
〈
ど

い
〉
と
も

称
す

る
よ
う

に
な

っ
た
。
本

名

り
ん
き
ち

林
吉
、
仙
台
市
に
生
ま
れ
る
。

一
八
九
七
年
東
京
帝
国
大
学
卒

後
、
東
京
の
郁
文
館
中
学
に
奉
職
。
一
九
〇
〇
年
仙
台
に
帰
郷
、

母
校
の
第
二
高
等
学
校
教
授
と
な
る
。
学
生
時
代
か
ら
詩
作
に

入
る
。

一
八
九
九
年
出
版
の
処
女
詩
集

『天
地
有
情
』
の
ほ
か
、
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